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半導体型カーボンナノチューブ（CNT）は、フレキシブル電子デバイスを初めとした様々な用

途のための有望な材料である。 しかし、電気的性質の異なる(金属型と半導体型の)CNTをコント

ロールして合成することが困難であり、その優れた電気特性を利用したデバイスには高純度の半

導体型 CNTの分離が極めて重要である。近年、我々はゲルカラムクロマトグラフィーにより、直

径が~1nm 以下の半導体型 CNT を単一構造にまで分離できる様になった[1]。より太い半導体型

CNTでは単一構造分離が困難であるが、電気特性（バンドギャップ）が均質となる半導体型 CNT

の直径分離は重要である。例えば、e-DIPS EC1.5 CNT（名城ナノカーボン、直径 1.5±0.5nm）を

分離する際、3 種類の混合界面活性剤を用いたゲルカラムクロマトグラフィー法[1]を用い、デオ

キシコール酸ナトリウム（DOC）の濃度を段階的に増加させて半導体型 CNTを回収するが（段階

溶出）、この条件では半導体型 CNT は細い直径の CNT から太い CNT へと順に回収される。今回

の発表では、溶出法の改良と新規界面活性剤の導入により、より精密な半導体型 CNTの直径制御

が可能となったので報告する。 

今回、eDIPS EC1.5 CNT を材料に新規界面活性剤を含む混合界面活性剤を使ったゲルカラムク

ロマトグラフィー法で半導体型を分離した。ドデシル硫酸ナトリウム(SDS)存在下で半導体型をデ

キストランベースのゲルに吸着させた後、新規界面活性剤濃度を段階的に上昇させて半導体型

CNT を溶出したところ、DOC の場合と反対に、界面活性剤濃度の上昇に伴い太い CNT から順に

細い CNT へと溶出された。これら DOCを使った段階溶出と新規界面活性剤を使った段階溶出は

組み合わせて行うことが可能であり、これまでよりも精密に直径制御された半導体型 CNTを分離

することが可能となる。 

この成果は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の委託業務の結

果得られたものです。 
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